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一一緩
い

六
年
内
リ
に
さ
ら
に
移
動
し
て
間
三
ハ
係

地
に
な
ユ
、
い
る
。
こ
こ
は
旧
約
劇
場
の

あ
っ
た
岬
で
、
年
前
の
行
に
は
ζ
ぷ
憶
が

あ
ろ
う
、一
：
・
代
川
長
に
は
中
川
町
治
氏
が

附
如
－
r
h

」呼
に
材
作
ぎ
れ
、
川
代
凶
良
に
は

現
川
民
の
小
川
述
．
，
氏
が
附
山
川
十
宍
年
に

叫
任
、
現
在
一
片
品
ト
い

っ
て
い
る
。

巾
川
巡
二
氏
宅
が
郵
州
民
同
で
あ
っ
た
の

は
、
昭
和
二
年
か
ら
で
、
刑
判
的
郵
便
局
は

昭
和
十
一二
年
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
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月
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市
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ろ
い

ろ
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人
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と
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い
れ
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が
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副
州
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た
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早
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山
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．
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あ
っ
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別
限
法
が
で
き
た
の
は
則
的
行
作
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川

一
け
で
、
明
治
．
制
作
作
ま
れ
の
人
は
A
J
r
T

が
刑
九
十
二

4
で
あ
る
d

ん
l
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必
円
に
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こ
の
と
き
に
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使
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が
で

き
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伯
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泊
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郵
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取
扱
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司
て
い
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仰
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、
丸
川
伊
店
街
門
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－
信
市
・
紙
m明料．
h
卜
践
と
あ
る
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八
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川
山
桁
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、
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燃
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紛
で
め
ぺ

た
ろ
う
υ
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地
は
丸

岡
氏
の
住
宅
で
あ
っ
て
、
氏
は
当
時
的
に

お
い
て
名
望
の
あ
っ
た
万
で
あ
っ
た
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。

明
治
二
十
五
年
一二
月
に
、
川
町
郵
便
電

信
問
に
引
改
称
し
て
い
る
。
し
か
し
局
は
三

心
三
番
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
や
は
り
丸
岡

氏
の
宅
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
後
三
七

O

醤
地
に
移
転
し
て
い
る
。
三
七

O
番
地
は

現
住
は
本
町
松
岡
洋
品
店
の
あ
た
り
で
、

二
代
目
局
長
で
あ
っ
た
松
田
益
太
郎
氏
の

川
省
の

一
部
で
あ
る
。
M
松
田
氏
は
明
治
二

十
九
年
か
ら
局
長
で
あ
っ
た
。
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十
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、
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納
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あ
る
の
で
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一
月
三
日
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文
化
の
日
に
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彰
し
ま
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伝染病の知識

教
育
委
員
長
に
鹿
熊
久

氏
再
選
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九
月
三
十
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
臨

照
久
一
委
員
は
、
十
月
一
日
付
で
再
選
さ

一
二
、
カ
ゼ
の
手
当

①
ふ
つ
う
の
カ
ゼ

か
ぜ
を
早
急
に
な
お
す
根
本
対
策

は、

「
安
静
」、

一
保
温
一、

？
栄

縫
」
を
十
分
と
る
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
ざ
ら
に
医
師
の
診
断
を

う
け
、
泊
中
J
な
早
期
処
置
を
ほ
ど
こ

す
こ
と
で
す
じ

①
イ
ン
フ
ル
ヱ
L

，

統
行
に
そ
な
え
て
、
予
防
接
柿
を

し
て
お
く
こ
と
が
必
安
で
す
。

版
制
佐
．． 
週
間
く
・
り
い
で
免
役
体
に

な
り
ま
す
か
・
り
、
流
行
聞
に
人
っ
て

か
内
の
リ
ク
ム
ン
接
仰
で
は
す
で
に

お
そ
い
の
で
す
。

免
一段
の
効
川
本
は

h

ハ
カ
月
か
ら
一
年
間

く
ら
い
て
す
か
ら
、
低
年
受
け
て
お

く
必
安
が
あ
り
ま
す
c

以
後
に
イ
L

ツ
ル
エ
ン
品
・
を
ム
げ
い
め
た
力

ゼ
の
予
防
わ
十
則
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
3

れ
た
。
改
選
後
、
初
の
委
員
会
が
十
月
六

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
か
ぜ

法
定
伝
染
病
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
と

れ
か
ら
シ

l

X
ン
に
入
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン

サ
と
か
ぜ
に
つ
い
て
説
叫
し
ま
す
c

て
カ
ゼ
の
知
地

私
た
ち
が
一

系
か
か
る
の
は

『
力
七
」

で
、
発
燃
、
般
を
作
な
い
、
と
き
に
は
、

肋
中
筋
肉
が
い
た
ん
だ
り
し
ま
す
u

－
J

ど
・
ソ
し
て
勺
七
を
ひ
く
か

こ
れ
は
カ
七
の
や
イ
パ
ス
に
よ
っ
て
、

川
、
の
ど
、
泳
竹
の
粘
映
が
炎
杭
丸
一お
こ

ー
の
で
す
が
、
イ
－d

ソ
ル
工
ン
ザ
は
も
っ

と
も
た
ち
か
忠
〈
、
川
い
川
畑
一、
副
姉
、
一
川

日
聞
か
れ
、
委
員
長
に
鹿
熊
久
一
委
員、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
竹
内
益
太
郎
委
員

が
そ
れ
ぞ
れ
再
選
さ
れ
た。
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つ
ま
づ
き
は
つ
ま
づ
き
と
し
て
、
将

来
の
た
め
に
前
向
き
の
盛
で
進
も
う
で
は

な
い
か
と
の
窓
口
竺
設
を
み
ま
し
た
の
で

あ
り
ま
す
。

今
後
は
、

中i
Mと
明
治
会
と
が
が
相
次
を
か

た
め
て
、
町
発
阪
の
た
め
に
寄
与
し
た
い

と
の
決
意
を
作
っ
て
い
ま
す
の
て
、
町
民

九
位
も
こ
～
ぷ
，
ぷ
の
う
－
げ
よ
、

r
b
・りの
献
立
を

認
め
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
事
業
に

M
f

杭
の
ζ
協
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を
お
願
い
し
、
町
政
に
い．す

る
盟
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く
だ
さ
い
ま
す
よ
・
吋

吹
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そ
か
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お
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あ
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ま
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折
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川
滅
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．
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・
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L
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よ
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計歳入歳 出決 算
ム印は蹴倒を示す

必』
コヨE般町朝 日昭和39年度

入

款 予釦 l'Jlfili 調定制 ｜収 入 済 額 ｜不 器｜緊 入 Ifr算現額に ｜努入総額に
・． 欠損 前額 ！ し増減 ， ~する %

問問l 問 問匹 7何5' "' 
1 町 税 120.300.000 126.483.187 121.857.775 226.158 4.399.254 1.557.7 36.19 
2 地 万 交 付 税 68.328.000 68.328.000 68.328.000 。 。 。！ 20.29 
3 分担 金及負担 金 19.386.000 19.545.954 19.545.954 o. 。 ！日.954: 5.80 
4 使用 料及手数 料 4 '508 .000 4. 700 .857 4.695.557 O' 5.300 187＇白7 ~ '39 
5 国 庫 支 出 金 1 48.521 .000 48.242.645 48.242.645 。 0 /¥., 278. 355 14.33 
6 県 支 出 金 。 33.684.000 33.235.666 33.235.666 。 。 へ. 448 ,334 9.87 
7 財 産 収 A 549 .000 580 '490 580 .490' 。 。 31 .490. 0. 17 
8 寄 附 金 1 .304 .000 2.174.348 2 .174 .348・ o, 。 870 .348, 0.6~ 
9 練 越 金． 3.009.000 3 .009 .346i 3 .009. 3461 Q. 。｜ 346" 0.89 
10 諸 収 入 762.000 1 .290 .978 1.290.9781 QI 528 '978i・ 0.38 
11 町 的 33.800.000 33 . 800 . ooo: 33.800.000 O! 。｜ 。 10.04 
般 入 A-ロ． 334.151,0001 341 .391 .471 336 760.759 4 .404 .5541 2 ,609 .759 100 

歳

出

款 予算現額 ｜ 支 出 前額 翌年度繰越額 不用額
予税減額に 1文Ill総額に
比し婚滅 t 対する %

同｜ 内 同！ 6.55内2｜ 
阿｜

2.3i 1 麓 £コE』え 費 7 .801 .000 7.794.448 0, 6 .552i 
2 総 務 費 49 .971 .501 49.130.454 01 841 ,047 841 .0471 14.84 
3 民 生 費 35.908.000 35.819.9日 。 88.050i 88.0叫 10.82 
4 衛 生 費 9,916.000 9.662.802 。 253.198 253.198 2.92 
5 労 働 費 11 .3日.0001 11.186.734 0. 169.266 169.266 3.38 
6農林水 産業費 53.595.991 53. 081 . 894i Q, 514 '097' 514.097: 16.04 
T 商 工 費 2.789.000 2.712.948 01 76 .052・ 76 .052! 0.82 
8 土 木 費 46 . 873. 083; 46.849.690 23.393↓ 23.393 14. 15 
9 消 防 費 10 .656 .2151 10.626. 114 O・ 30. 10 I 30.1011 3.21 
10 教 育 費 ｜ 68 .604' 163 67.660.367 。！ 943.796 943.796' 20.44 
11 災 害 復 ｜日 費 13.969.561' 13. 957. 305: 。 11. 7621 11. 762 4 .22 
12 公 債－ 費 22. 604' 000' 0. 58.叫 58.9叩｜ 6.81 
13 諸 支 出 金 1.000 01 I. 000 1.0001 。

14 予 備 費 105.480 。｜ 105. 48Di I 05. 4801 。

蔵 出 メi::iミ 言1・ 334' 151 '000 331 '028' 2561 3. 122.川 3.122. 744! 100 

歳

5.732.503円を昭和40年度へ繰越歳入歳出差引残金

朝日町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
ム印は瀧傾を示す

昭和39年度

款 ｜予算減額 ！調定額 ｜収入済額 ｜妥損額没開会内！詑略語_I_~学絞
円同l 問問 問日！ 2’5 " 

1 国民健康保険税 20.265.0凹 22.506.8初1 20. 368. 110 48.倒5 2.090.07司 103.1101 判
2 使用料及手数料 41 . 000 43. 460 43. 460 O' O 2. 460 0. 09 
3 国庫支出金 25.207.000 22.397.317 22.397.317 o, 0ム2.809.683 48.66 

4県支出金 126' 000 119' 652 119' 6臼 .. ~j 叫 0 6 6 ' 348 0 ' 26 
5財産収入 164' 000 146' 833 146' 833 0ム 17.1671 0.33 
6繰入 金 3.000.000 2.718.068 2.718.068 0 6. 281.9321 5.91 
7繰越 金 200,000 146.600 146.600 0 6. 53.400 0.32 
8諸収入 74,000 84.546 84.546 10.546 0.18 
歳入合計 49. 077: 000 48. 163. 060 46.側関6 48.6 2. 090.州QI 3. 052川 100 

入議

出

歳入麓出差引不足額

支百議薮に
対する%

’h 5.72 
91.29 
2.77 
0 

0.22 
0 

100 

用額 ｜抗脅瓦i
124. 67~ 124' 67~1 
39' 240 39. 240 
91 ' 038' 91 . 0381 
1'000 1. 000 
3. 000 3.000 
730 ・ 730
200 200 

259.878 259.8781 

2.792.536円
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このため翌年度歳入繰上充用金

支出済 額予算現額 ｜
円1

2' 917. 8001 
44. 607. 0001 
1.442.000i 
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自
由
型
で
県
下
の
上
位
を
占
め
る

(4) 

録司
L
一二
小
一
ハ
月
．
十
刊
日
の
プ

I

N

－－一ぺ

一・

開
き
か
ら
、
九
月
ト
八
日
の

…
凋

一一

プ
I
W
納
め
ま
で
、
八
十
じ

〆、

．…
…
日
間
に
わ
た
っ
て
附
設
し
ま

フ
二

…

し
た
町
問
プ

IC、
管
列

車
喜

一……

口
の
熱
心
な
職
務
の
遂
行
と

l
t
．…
…

プ

l
w使
用
者
を
船
め
、
引

M
Y
－－

小
中
川
、
政
ひ
に
町
民
れ
い

一
父

の
烈
解
あ
る
協
力
の
お
か
げ

4
4

で
、
則
附
中
な
ん
の
事
般
も

学

な
く
、
消
潔
で
規
則
正
し
い

、

プ

l
w運
針
が
で
き
、
町
民

バ
リ

：

体
位
と
水
泳
水
準
の
向
上
に

nu
…

大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

－ー

が
で
き
ま
し
た
。

掛川
U

H

一

町
民
の
水
泳
燃
も
年
を
辺

、－
t
・じ

っ
て
刈
ま
り
つ
つ
あ
り
、
町

E
剥

γ
一

で
も
、
体
内
同
協
会
と
の
協
力

Z
J
……－

の
も
と
、
お
録
会
や
指
場
者

；・

一二

講
習
会
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
ζ

の
ほ
ど
、
富
山
県
水
泳
連
服
か

ら
発
表
さ
れ
た
、
昭
和
四
十
年
度
県
学
童

水
泳
優
秀
記
録
に
よ
る
と
、

朝
日
町
の
学

童
が
県
下
の
上
位
ぞ
占
め
て
し
ま
す。

昭
和
四
十
年
度
富
山
県
学
童
水

泳
記
録

朝
日
町
関
係
成
績

〈つ
数
字
は
県
ド
の
剛
山
肌
】

ll(l fil 4 0 11て11月10日
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①
本
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実
（
泊
）
羽
秒
0

①
緑
町
桁

治
（
南
保
）
引

・
2

①
清
水
仁
司
（

太
家
庄
）
引

・
4

＠
小
森
祈
也
（
荊

）
刊

・
4

＠
住
吉
真
正
（
大
門家
正
）

り

・
6

⑮
律
国
義
明
（
宮
崎
）
糾

・

2

＠
谷
口
一
彦
（
南
保
）
め

・
6

＠
藤
凶
幹
夫
（
大
・米
爪
）
日
刊

・
2

＠

島
崎
氏
雌
（
南
保
）
刊

・
8

＠
清
水

清
隆
〈
大
家
庄
〉
灯

・
2
＠
長
谷
宏
4

川

（
南
保
）
打

・
9

V
五
十
日
．
平
泳

⑪
上
井
七
日
肱
（
山
間
保
）
白
砂
8

＠
木

村
川
（
巾
）

M
U
・
8

⑮
稲
村
宏

一
（

大
家
W
．）

M
・
9

＠
小
坂
八
じ
川
（

南
保
）
訂

・
3

一〉

．． 

U
Mリ
ν

l

①
上
井
、
谷
川
、
中
ル
、
必
向
（
耐
似

）
2
分
白
川
秒
O

①
本
凶
、
九
野
本
、

与
川
、
小
森
〈
削
）

2
・
日

・

o
＠

－
べ
久
似
、
清
水
、
勝
井
、
抗
ヒ
リ
（
大
家

出
〉
2
・
日

・
7

①
作
山
、
次
向
、

け
れ
、
大
浜
（
｛
日
附
）

3
・
同

・
5

⑬
殿
村
、
川
久
保
、
川
村
、
以
以
（
山

〉

3
・
n
・
。

〔タ

γ〕

げ

V

五
十
M
自
由
刑
ぃ

①
土
井
節
子
（
南
保
）
刊
砂
8

①
汚

耐
え

η
子

（
大
家
庄
）
糾

・
5

①
井

寄
走

（
泊
）
判

・
8

①
坂
ハ
祐
安
（

大
家
庄
）
引
・

4

①
谷
は
節
，j

（大

家
庄
）
日

・
7

①
広
川
陥
美
子
（
大

家
正
）

臼

・
0

＠
大
久
保
文
江
（
大

家
庄
）

1
－

m
・
4

⑬
大
凶
康
f
（

泊）

1

・
肝

・
8

＠
長
川
千
鶴
子
（

笹川）l・幻・5
マ五十M平泳

①土井節子（間保）l分ω秒6
①中野明美（伯）1・m・6

①谷μ節子（大家陀）1－m・l
＠沢田幹子（大家距）1・げは・5

＠水市小枝子（官附）l・同・8

＠上沢一止子（泊）1・日・4＠
近藤益子（間保）1・引・6＠

繰介笛久f〈大家法）1・ぉ・2
＠長介．蛇（桝川）I・M・0

③谷川用美子（同保）2・似・3

昭和四十年度

町営ブール使用状況
開設期間六月．． 卜凶日J九月十八

口川

附設H数八卜じ日
川削除日敬二十日（州除制数九刷、

内開設前後二川）

使則日数六十七日

使用期間中の使川状川

陪一一一十じ日

雨二十例日

豊五日

情景一日

閉山タ別入場者数

mM一O、一一円：人反日ハ、じ一八人
al－－、、：、．＼4＼

J，JjJ／FJ／ 

1亭：ら !OJ肢

lllfの主に近 11
税遥十 お ポ
を 担11日い況 月

議2号てに 24
し 則珍 l集し 日
、時総］－－ ~ 

明公税月て 30
る売掃を
レ処納繋 ！町制 日

町分 税納JC 税づの盟 の
く計週 番町
り l福間の 税
にをに月を

協）） たて 7指Eとし 怠た 啓ITil監

し まし 、つ 納
まし、特て
しれ J悪に し、 整
J: 0 需 、る 理
う ｜・陥

（ 。 納 11'1］週

毎 号ケ 2間
,i',t! は 1・ η
） 断 凹 ま

l司日す
財ヵ、

刀
別
入
場
人

n

白
州
阿
川
断l
ーい
出
↓
使一向旧協門

一
六
月

一
一

、
一一
．七

O
人
一

七
日
一

↑
七
月
一
五
、

O
五
三
人

二

十

二

日

一
八
月

一
九
、
六
九
ご
人
－

二
十
三
日

一
九
月

一

七
四
五
人
・

十
五
日

一
計

三
六
、
八
六

一
人
一
六
十
七
円

使
用
者
区
分

大
人
て

一一一点
九
入
学
生
々
徒
六
、

九
一
．
五
人
児
賞
八
、
五
六
じ
人

学
般
教
科
使
用
者
数
六
、
ぃ
ハ
：
・
五
人

昭
和
四
十
年
度
使
用
者
総
数

－一
一ニ
、
四
九
六
人

（
教
背
番
町
会
）

一
お

わ

ぴ

本
誌
十
月
号
〈
第

・
1
二
号
）
山
ハ
以
の

「制
日
町
長
ゐ
吊
付
」
に
次
の
附
迎
い
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
い
た
し
、
お
わ

び
巾
し
あ
・げ
ま
す
。

九
U

．
内
の
蹟
網
車
問
ふ
じ
さ
ん
の
住
所
が

「

五
箇
陀
」
と
あ
る
の
を

一，山
崎

一
に
。

第
十
一
回

母
と
女
教
師
の
会

－
し
つ
け
は
幼
児
の
う
ち
に
母
の
手
で

．
み
ん
な
の
力
で
み
ん
な
の
子
ど
も
を

幸
せ
に

十
月
．
一十
．一一
日
、
泊
小
学
校
に
母
と
女

教
師
が
百
数
十
名
集
ま
っ
て
、
一
%富
山
県

教
組
婦
人
部
長
堂
坂
し
の
ぶ
先
生
の
「
現

代
の
子
ど
も
と
働
く
お
母
さ
ん
」
の
講
演

を
き
き
、
日
C
ろ
の
な
ゃ
み
を
訴
え
、
大

い
に
話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
た
。
講
演
及

び
話
し
合
い
の
大
要
は
次
の
よ
う
で
あ
っ

た
。

。
小
学
校
入
学
ま
で
の

f
ど
も
の
し
つ
け

は
、
母
親
が
し
っ
か
り
し
た
自
僚
を
も

ち
、
白
ハ
闘
を
も
っ
て
し
つ
け
よ
う
。

。
働
く
女
性
の
自
覚
と
反
省
か
ら

－
忙
し
さ
の
中
で
、
わ
ず
か
な
時
閣
を
利

川
し
て
、
か
し
亡
く
な
る
よ
う
っ
と
め

た
く
さ
ん
の
人
と
知
り
合
レ
、
豊
か
な

教
盤
を
・
身
に
つ
け
る
こ
と
こ
そ
、
子
ど

も
を
向
て
る

「
限
」
に
な
る
と
知
れ
0

・
叫
が
安
心
し
て
働
け
る
た
め
に
、
子
ど

も
の
施
流
寸
く
り
を
考
え
よ
う

h

礼
山
院
、
川
町I
草
川
弘
行
の
問
題
：
・
純
ブ
ト

（
と
く
に
小
学
校
．

、
二
年
）
の

f
ど

も
安
部
地
の
公
民
釦
な
ど
を
利
用
し
て

暖
か
く
見
・
守
る
手
だ
て
を
ド
ム
夫
し
よ
う

．
中
学
生
の
進
路
選
定
に
お
け
る
混
と
f

の
必
見
の
く
い
ち
が
い
を
い
か
に
調
栴

さ
せ
る
か
。

－
抗
の
問
で

γ
ど
も
と
ゆ
っ
く
り
ぷ
し
ん
け

い
の
附
間
企
も
と
う
。

－
子
ど
も
の
特
徴
を
よ
く
勺
か
み
、
担
任

の
先
生
の
W
打
倒
的
指
導
の
も
と
、
子
供

に
・泊
し
た
進
路
を
納
得
の
う
え
真
剣
に

将
え
さ
せ
よ
う
。

。
母
の
誠
実
な
生
き
万
が
、
打
算
的
な
現

代
？
j

に
も
報
酬
を
あ
て
に
せ
ぬ
家
事

へ
の
積
極
的
な
協
力
の
盗
に
：：：
な
ど

来
年
の
乙
の
会
を
待
ち
ど
お
し
い
魅
力

あ
る
会
に
育
て
る
た
め
、

一
年
間
の
あ

ゆ
み
を
地
道
に
ふ
み
か
た
め
よ
う
と
訴

り
合
う
。
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会

盛
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に
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わ

る
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開
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十
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町
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叫
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ト
月
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十
一
一
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1
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u
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utσ
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A
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ン
ド
一℃
ひ
－h
か
れ
た
－、

町
内
の
有
畜
農
家
が
、
愛

情
ζ

め
て
育
成
し
た
、

各
家

畜
八
十
点
が
浦
日
県
農
林
水

応
部
主
行
、
位
ム
内
・
氷
点
部
家

主
一
出
保
健
衛
生
所
長
、
来
前
畜

連
技
師
ら
が
偵
意
審
査
の
世
靴

製
、
択
の
と
お
り
入
賞
者
が

さ
ま
り
、
M
什
然
保
主
任
か
－
H

恕
凶
な
る
訓
w川
と
内
成
指
将

が
あ
っ
て
、
日
状
質
問
川
の
技
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が
あ
っ
た
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m
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．
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法
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納
期
限
ま
で
に
所
得
税
を
完

納
し
ま
し
ょ
う

，附
料
税

ω町山
一
．
則
分

ω納
期
限
は
、
十

一
川

，
け
か
ら
十
．
月
・

1
1け
ま
で
で

す。
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仏
一
昨
税
務
署
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寸
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桜
町
圃
場
整
備
事
業

1
－

－｜

｜

入

札

結

果

1
1・

以
川
1

胤
改
良
民

〈山
本
．h
v附
必
帯
訳

出
」
ば
、
知
二
年
欣
ぬ
業
附
造
改
叩
巾
け
が
淀

川
刷
弘
wm仰
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、

l
u

H
Q
九
円
．．
 十

日
午
9U
F山
内
よ
り
桜
町
公
民

知
に
お
一－

v、
業
者
十
川
H

れ
を
招
き
、
山
町

斜
地
中
似
河
北
野
技
川
、
前
水
産
業
訓
人

J

P

J
．A
引
い
℃
入
札
．か
行
な
わ
れ
た
ι

。
治
－
一
年
次
産
業
桝
造
改
哨
門
事
業
の
際
世

国
場
前
情
的
中
東
：
．
じ
、
・
＼
h
M

一二三、

ど
〈
ハ
に
：
円

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

自
分
の
損
で
す

N
民
年
九
山
以
、
似
険
料
を
い
川
ハ
仙
酌
め

て
い
き
、
注
小
で
い
峨
に
あ
（
た
り
、

あ
る
い
は
作
話
い
た
刊
し
た
と
き
に
、

作
所
の
安
定
を

N
と
被
保
附
J

引
い
か
比
臥

で

γろ
う
と
い
う
起
円
の
制

度
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

わ
J

…

川
知
の
こ
と
で
す
ο

こ
う
い

ト
h

…

う
仕
組
み
を
社
会
一
保
険
・ζ
よ

E

U

…

A
で
お
け
ま
す
、

：
・

十
H

ド

…

日」引
利
会
似
険
の
札
制
み

金

…
t

f川
白
人
山
な
、
忘
れ
て
な

三

一

・い
川
い
の
は
、

h
般
が
あ
っ

J
・

…
た
と
さ
に
的
刊
を
受
け
る
た

EUF
…
め
L
は
、
な
八
と
い
っ
て
も

国

…
似
険
料
を
か
け
て
お
か
な
く

て
は
な
・
り
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
ο

保
険
料
を
か
げ
て
い

な
く
て
は
、
年
合
を
交
付
・・取
る
資
絡
が

生
ま
れ
な
い
こ
と
を
よ
く
川
桝
し
ま
し

ょ
A
J
O

似
険
料
を
か
け
て
い
な
く
て
も
、
現

一
代
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
万
々
が
い

ま
す
が
、
乙
れ
は
国
民
年
金
が
動
き
だ

ト
ラ
ク
タ
ー
四
人
馬
力

一
台

一一
、
．． 
九
六
千
川

。
聞
場
機
備
明
葉
市
P
業
入
札
結
県

ペ
）ぷ一

．し．
M
内
広
川
建
設
ご
一
一
、
同
八

口

一
九、

C
．
九
九
千
川
・
7
ち
コ
－
J

7

H

1

・v
舵
畔
し
、

．． 
七．

「午
川

ぐ
抗
こ
し

似

勝

削
制
九
、

一
C
P

、
「
－J
－
T
川

・フ
ち
コ
ン
ク
リ

！

l
川
町
畔
・
1

、
五
七
二
千
円

ぐ
部
：
J
i
M
n
tハ
二
建
泣
七
、
八
七
お

一一

、
六
円
六
千
円

う
ち
コ
ン
ク
リ

ー
ト
町
僻
・
一
二
、
：
一
五
千
円

（
産
業
課
）

す
た
め
の
、
経
過
的
な
も
の
で
あ
っ
て

凶
民
年
余
本
米
の
僚
の
も
れ
で
は
あ
り

ま
せ
入
。
付
会
保
険
で
あ
る
同
民
年
八
れ

は
、
所
得
が
な
く
て
似
険
料
を
納
め
る

ζ

と
が
で
き
な
い
人
々
を
除
い
て
、
月

々
の
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
お
く

必
設
が
あ
り
ま
す
c

納
め
て
い
な
か
っ
た
は
か
り
に
、
C

主
人
が
亡
く
な
っ
た
が
、
母
子
年
金
を

叉
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い

ヲ
悲
し
い
活
を
よ
く
聞
き
ま
す
e

こ
う

し
た
事
例
は
、
保
険
料
と
年
金
の
関
係

を
よ
く
限
解
L
二
い
な
か
っ
た
た
め
に

生
じ
た
の
だ
と
い
え
・
ζ

し
よ
う
ο

こ
う

し
た
こ
と
と
う
ら
は

b
に
、
保
険
料
は

必
ず
見
返
り
わ
め
る
K
朋
の
貯
痔
で
あ

る
と
レ
う
こ
と
で
す
a
そ
れ
は
、
あ
な

た
が
納
め
る
保
険
料
に
た
卜
し
て
同
が

半
分
の
れ
担
を
し
て
い
る
乙
と
か
ら
も

う
か
が
え
る
で
し
ょ
う
。
保
険
料
は
こ

の
よ
う
に
火
事
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た

こ
の
よ
う
に
利
利
な
長
期
貯
替
で
あ
る

こ
と
を
鹿
解
し
て
、
納
め
忘
れ
が
な
い

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う。

（
民
生
課
）

所
得
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
制
度
の
利
用
を

川
門
税
の
納
付
H
法
に
は
、
テ
レ
ビ
受
い
わ
い

料、

世
話
料
合
の
払
込
み
と
同
じ
く
い
山
中

此
泊
料
制
度
を
刑
判
川
で
き
ま
す
と

こ
引
制
度
で
す
と
、
い
志
ま
で
の
納
期

に
合
・
融
機
関
へ
納
付
容
で
税
企
を
納
め
に

い
く
千
数
は
い

η
ま
せ
八
じ
納
期
限
ま
で

に
納
税
額
に
み
あ
う
預
金
さ
え
し
て
お
け

ば
、
納
税
に
つ
い
て
は
一

切
の
手
続
が
符

略
さ
れ
ま
す
c

出・
し
込
手
続
な
と
に
つ
い
て
は
、
税
務

課
ま
た
は
魚
聞
説
務
署
ま
で
お
閃
か
あ
わ

せ

く

だ

さ

い

。

（

税

務

課

）

町
営
住
宅

最
終
工
事
着
工

附
和
．
一一
トl
七
年
よ
り
計
画
着
手
さ
れ
て

い
た
、
川
阿
佐
官
桜
町
附
地
主

0
．μ
が、

本
年
を
あ
っ
て
完
成
の
運
び
と
な
っ
た
。

本
年
は
第

一
組
五
．
ド
、
第
一

一積
五
川
で
、

工
費
ぃ
ハ
八
凶
万
円
で
、
指
山
工
務
店
が
指

針
わ
れ
、
間
和
四
十

一
年
一
月
ぶ
に
按
．卜

の
予
定
で
す
e

（
民
生
諜
）

のJ
a
E
A『

u
’『
U
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昭和 40年 11月 I0 11 
月 間（毎月10日発行）

教事農

ひ

今
年
の
稲
作
反
省

さ

附
和
間
十
年
度
の
稲
作
を
以
符
し
て
、

米
る
べ
き
作
に
備
え
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
特
に
問
題
点
の
あ
っ
た
点
に
つ
い
て

述
べ
て
農
家
各
位
の
診
与
に
な
れ
ば
ゃ
い

で
す
。首

代

期

制

n町
で
は
昨
年
よ
り
多
少
術
創
則
が

遅
れ
た
o
u
m象
的
な
間
．砲
も
あ
り
、
出
問
常

気
象
が
う
ん
ぬ
ん
さ
れ
た
の
で
、

一
般
的

に
は
、
苗
代
期
に
は
管
盟
が
良
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、

一
部
苗
代
に
は
問
題
点
は

あ
っ
た
の
で
、
苗
半
作
の
諺
の
と
お
り
、

良
苗
の
育
成
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

問

権

期

昨
年
よ
り
問
J
五
H
遅
れ
て
問
揃
え
さ

れ
た
と
と
は
挙
い
で
あ
る
。
地
調
、
水
温

を
調
査
し
て
、
出
植
え
が
行
な
わ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

労
働
力
も
あ
る
が
、
殺
植
笛
度
に
つ
い

て
‘
今
少
し
坪
当
り
多
く
柑
付
け
し
た
万

が
良
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
人
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

本

国

管

理

水
稲
は
水
の
管
理
が
大
切
で
あ
る
の
で

本
年
の
よ
う
な
年
は
、
特
仁
傑
排
水
に
労

あ（駁説会議品）第123号

力
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
G

施
肥
量
に
つ
い
て
は
、
早
期
の
量
よ
り

晩
期
の
量
を
多
く
し
て
、
稲
を
足
後
ま
で

健
全
に
生
育
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
異
常

気
象
の
年
で
、
七
月
二
十
一
日
前
作
に
低

温
が
現
わ
れ
た
が
、

幸
い
に
金
書
円
限
界
組

度
ま
で
は
低
湿
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
二

十
二
度
位
ま
で
の
、
大
変
涼
し
い
七
月
の

天
候
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
後
の
生
育
に

問
題
が
あ
っ
た
。

出
穂
後
の
迫
胞
は
、
ニ
J
一
二
制
施
し
た

万
が
増
収
と
な
っ
た
年
で
あ
っ
た。

除
草
剤
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

市
が
年

々
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
、
今

一
歩
上

手
な
除
草
剤
の
使
い
方
が
仁
犬
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

病

虫

害

防

除

稲
熱
病
に
つ
い
て
は
、
朝

u町
で
は
六

月
二
十
六
E
ま
で
挺
見
さ
れ
な
か
っ
た
よ

う
に
、
珍
ら
し
く
発
病
が
超
れ
た
年
で
、

や
は
り
特
筆
す
べ
き
年
で
あ
る
。
運
く
発

病
す
る
と
、
農
家
の
関
心
が
低
い
の
で
、

問
題
点
が
あ
る
年
が
多
い
が
、
本
い
に
も

朝
日
町
で
は
少
な
か
っ
た
。

一
部
を
除
き

七
月
二
十
七
日
か
ら
空
中
防
除
が
行
な
わ

れ
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
剣
県
は
高
か
っ

た
。
と
ζ

ろ
に
よ
り
、
中
生
積
に
糖
首
イ

モ
チ
病
が
川
た
が
、
や
は
り
防
除
し
な
い

と
枯
葉
が
出
る
の
で
あ
る
。

害
虫
は
朝
日
町
と
し
て
は
、
多
く
発
生

し
た
年
で
あ
る
。
共
同
防
除
し
な
い
と
や

は
り
問
題
が
あ
る
の
で
、
部
終
別
に
米
年

こ
そ
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
・も
の
で
あ

る。

数
量
に
問
題
点

本
年
の
稲
作
は
、
台
風
の
被
官
が
な
け

全
国
秋
の
火
災
予
防
週
間

日

月

ma

i

MM
月

2

日

日

週
間
中
は
、
制
タ
．． 

M
ザ

f
L
ン
ル
』
吹
附
し
、
消
防

Z
H
、
同
時
が
予
防
伐
然

に
ま
わ
り
ま
ず
か
ら
ご
協
々
く
だ
さ
い

d

採
暖
の
時
季
と
な
り
、
利
油
ス

ト
1
プ
や
コ
ン
ロ
、
コ
q

ツ
な
ど
は
、
使
川
す

る
前
に
よ
く
点
検
整
備
L
て
か
ら
使

っ
て
く
だ
さ
い
。
特
に
七
拙
ス
ト
ー
ブ
類
は

i
j使

っ
て
い
る
と
き
よ
り
も
、
使
わ
な

一

一

い
で
お
い
で
あ
る
則
問
中
に
ザ
ピ
が

一
灼
二

ωて、
ポ
リ
，
bρ

げ
に
な
る
こ
と
が
多

一
ト

竺

い
の
で
す
か
ら
、
必

r点
検
し
て
く

一？

ぺ
一
だ
さ
い
。

一
宇
（
一

ま
た
、
燃
料
（
鯨
油
）
同

δ
o

一
匡
一
一
立
ド
ラ
ム
入
り
の
ま
ま
、
木
造
の
玄

一
けい

一
関
や
軒
下
に
お
く
の
は
消
防
法
に
以

一
附
w
一
し
ま
す
か
ら
、
必
ず
消
防
署
に
附
け

一
山
円

一
山
、
許
吋
を
受
け
た
後
、
指
ぶ
さ
れ

一
2
，
一
た
安
全
な
場
所
に
保
管
し
な
付
れ
ば

一
1
4！

な
り
ま
せ
ん。

一
届
出
し
な
い
で
お
け
る
危
険
物
の
日
の
一

例
は

一
燈
油

一
O
O立
未
満
、

，カ
ソ
リ
ン
・

・1
〉江
木
尚

一
ま
で
で
す
。

れ
ば
置
作
型
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ

は
稔
実
期
に
入
っ
て
か
ら
の
気
候
は
、
日

中
が
温
度
が
高
く
、
明
晩
が
涼
し
い
気
温

で
、
日
温
カ
ク
サ
の
め
っ
た
年
で
あ
る
。

と
の
た
め
、
車
生
種
の
千
粒
重
は
、
昨
年

よ

η
．平
均
し
て

一
J
d
日夕
置
く
な
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
嘘
閃
で
、
阜
生
種
は
殺
作

の
人
が
多
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
ο

ま
た

一
面
倒
伏
の
少
な
か
っ
た
と
と
も
プ
ラ
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
ご
今
後
山
稲
れ
は
刈
取

慢
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
く
る
の
で
、
倒
伏

し
な
い
政
情
法
が
特
に
研
究
を
き
わ
む
べ

き
で
あ
る
み

中
晩
中
ぼ
、

・バけ
凶
駄
の
た
め
稔
%
が
忠
く、

た
め
に
川
町
．ト
で
は
川
岨
の
作
で
あ
っ
た
－v

ゃ
い
仁
む
米
自
が
昨
年
よ
η
以
か
っ
た

の
で
、
ト

・似
w
n
J

級
が
多
か
っ
た
の
は
、

産
米
改
良
の
見
地
か
ら
日
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
。

今
の
う
ち
に
本
年
。
稲
作
を
以
街
し
、

．
枚

．
枚
必
M

臥
し
て
い
た
だ
き
、

4
4

る

べ
き
作
に
附
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
が
い
で

す
。

（

川
明
日
世
業
改
良
法
汝
所
）

北

電

か

り

秋
季
サ
ー
ビ
ス
旬
聞
の
実
施

十
一
月
十
日

i
十
九
日

北
陸
U
hけ
で
は
、
ト

一
月
ト
け
か
ら
十

日
間
脅

「
兆
躍
り
1
ピ
ス
・一
強
凋
旬
聞
と

し
て
、
よ
い
社
会
、
明
る
い
町
、
業
し
い

円
余
・
恒
づ
く
り
に
協
力
す
る
た
め
、
次
の
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
行
怖
を
行
な
い
ま
す
。

－じ

一
、
米
経
．也
化
加
川
刊
の
V

ソ
タ
；
サ
l
ピ

ス

一
二
小
学
般
の
M
brA
胤
泣
味
料
品
持
断

一ヘ
、
教
防
川
県
敬
灯
の
術
開

州
、
モ
ハ
他
渇
安
京
サ
1
ス
ビ
必
問
な
ど

〈
北
陸
屯
・刀
市
営
菜
所
）

ワ』
Q
u
a且
τ

』崎
市
再
開
一一

朝
日
町
立
中
央
図
曹
館

制

仰

と

数

学

坂

井

豊

民

の

あ

る

季

節

縄

山

季

之

榎

本

式

協

同

安

部

公

ω

附

化

人

上

則

正

問

采

タ

門

脇

禎

二

お
し
P

べ
り
な
貞
球
今
東
光

た
た
か
う
北
ベ
ト
ナ
人

窪
同
精

漬
物
と
果
実
洞
の
作
り
方
手
塚
み
さ
お

と
き
の
声

古

屋

信

子

バ
レ

ー
に
か
け
た
巧
俗
河
凶
昌
絞

悦

惚

中

村

真

一
郎

泊
断
地
問
小
川

省

本
呂
田

山
た
ち

・いし一下

制．
H
内
附
た

勝
泌
得

子
付
沢
党

後
似
ぎ
は
い
な
い
か
福
岡
新
聞
批

秘
め
ら
れ
た
昭
和
史
毎
日
新
聞
社

日
の
丸

部

隊

勝

井

章

夫

花

と

日

輪

富

川

常

続

人

形

姉

妹

円

地

文
f

花

の

伊

車

利

川

述

．ニ

知
覧

…M
木
俊
則

伎

の

終

る

時

結

域

国
治

脳

出

妃

い

松

井

上

縞

人
物
日
本
．
聡
史

～ハ

読
売
新
聞
社

家

庭

の

医

学
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